
ここがききたい！ 一般質問

問　
姿
川
地
区
は
、
居
住
人

口
が
多
く
、
今
後
も
人
口
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
地

区
内
の
鶴
田
駅
は
、
市
内
の

鉄
道
駅
で
唯
一
、
立※

２

地
適
正

化
計
画
の
都
市
機
能
誘
導
区

域
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
展

望
し
、
鶴
田
駅
周
辺
エ
リ
ア

を
計
画
に
ど
う
位
置
付
け
、

今
後
の
活
用
を
図
る
の
か
。

　
ま
た
、
鶴
田
駅
や
、
地
域

拠
点
と
位
置
付
け
ら
れ
た
西

川
田
駅
周
辺
は
、
狭
い
生
活

道
路
が
多
く
、交
通
イ
ン
フ
ラ

や
都
市
計
画
道
路
の
整
備
が

欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
鶴
田
駅
周
辺
は
、
他
の

駅
周
辺
と
比
較
し
て
、
駅
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
基

盤
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、

都
市
機
能
誘
導
区
域
の
候
補

エ
リ
ア
に
位
置
付
け
た
。

　
現
在
整
備
を
進
め
て
い
る

都
市
計
画
道
路
の
完
成
に
よ

り
、
地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
る
た

め
、
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
段
階
で
立
地

適
正
化
計
画
を
改
定
し
、
都

市
機
能
誘
導
区
域
を
定
め
、

駅
周
辺
の
拠
点
形
成
を
進
め

て
い
く
。

　
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
鶴
田
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
で
あ
る
都
市
計
画
道
路

の
早
期
完
成
に
向
け
重
点
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
西

川
田
駅
周
辺
は
、
総
合
ス
ポ

ー
ツ
ゾ
ー
ン
全
体
構
想
に
基

づ
く
周
辺
道
路
の
整
備
を
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
生
活
道
路

に
つ
い
て

も
優
先
的

な
整
備
を

検
討
す
る
。

鶴
田
駅
周
辺
エ
リ
ア

今
後
の
活
用
は

小平 美智雄
（市民連合）

問　
市
で
は
、
交
通
未
来
都

市
う
つ
の
み
や
を
目
指
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
実
現
に

は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
が
不
可
欠

で
あ
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。

　
28
年
８
月
に
、交
通
未
来
都

市
う
つ
の
み
や
の
将
来
像
と

現
時
点
に
お
け
る
利
活
用
方

策
が
示
さ
れ
た
が
、
今
後
、

着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
民
や
事
業
者
と
連
携
し
、

取
り
組
む
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
。

　
実
現
に
向
け
た
市
長
の
思

い
と
、
市
民
と
事
業
者
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
に
対
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
人
口
減
少
な
ど
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
中
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
軸
と
し
た

総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、

２
０
５
０
年
頃
の
予
想
図
と

し
て
、
誰
も
が
安
全
で
、快

適・自
由
に
移
動
で
き
、市
民

が「
し
あ
わ
せ
」「
た
の
し
い
」

「
ゆ
た
か
」
と
実
感
で
き
る

ま
ち
を
思
い
描
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
ま
ち
の
実
現
に

は
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
将
来
像
の

共
有
化
を
図
る
た
め
、８
月

に
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
よ
る
変

化
や
効
果
を
わ
か
り
や
す
く

提
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
市
民
な
ど
か
ら

意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
全
国
に
誇
る

こ
と
が
で
き
る
交
通
未
来
都

市
を
築
き
上
げ
て
い
く
。

交
通
未
来
都
市
う
つ

の
み
や 

実
現
に
向
け

着
実
な
取
り
組
み
を 塚田 典功

（自民クラブ）

問　
農
政
の
中
心
に
あ
る
米

作
政
策
は
、
戦
後
一
貫
し
て

高
米
価
、
減
反
政
策
が
続
け

ら
れ
て
き
た
が
、
農
業
後
継

者
や
農
地
保
全
の
問
題
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
と
い
っ
た
背
景
か
ら
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
へ
と
政
策
の
転
換
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　
農※

１

地
中
間
管
理
機
構
の
活

用
に
よ
り
、
今
後
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
が
進
む
と
思

わ
れ
る
が
、
市
で
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
市
の
農
業
の
基
幹
で
あ

る
米
作
り
は
、
生
産
コ
ス
ト

縮
減
に
資
す
る
生
産
性
の
高

い
農
地
整
備
と
そ
の
効
率
的

な
利
用
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
土
地
改
良

事
業
や
担
い
手
農
地
集
積
事

業
交
付
金
制
度
の
整
備
を
行

い
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

率
５
割
以
上
を
達
成
し
た
。

　
さ
ら
な
る
生
産
コ
ス
ト
縮

減
の
た
め
に
は
、
圃ほ

場
の
大

区
画
化
や
農
地
の
面
的
集
積

に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
26
年
度
に
農
地
中
間

管
理
事
業
が
創
設
さ
れ
、
農

地
の
利
用
条
件
の
改
善
策
や

面
的
集
積
の
促
進
策
の
充
実

を
図
る
た
め
の
環
境
が
整
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と

も
、
土
地
改
良
事
業
の
推
進

と
と
も
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
の
有
効
活
用
な
ど
に
よ

り
、
担
い
手

が
農
地
を
受

け
や
す
い
環

境
整
備
に
努

め
て
い
く
。

担
い
手
へ
の
農
地
の

集
積
・
集
約
化

今
後
の
展
望
は

小林 紀夫
（自民党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
第
６
次
市
総

合
計
画
、
地
方
創
生
と
広
域
地
方

計
画
ほ
か
）②
医
療
政
策（
市
の
担

う
医
療
政
策
、
二
次
救
急
医
療
体

制
ほ
か
）③
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
政
策（
条
例
制
定
と
組
織
拡
充
ほ

か)

④
都
市
観
光
⑤
美
し
い
ま
ち
づ

く
り（
豊
郷
地
区
の
自
然
、
花
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策（
産
後
ケ

ア
、
企
業
に
対
す
る
新
た
な
誘
致
策

の
導
入
な
ど
）②
経
済
政
策（
中
心
市

街
地
に
お
け
る
観
光
振
興
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
な
ど
）③
障
が
い
者
に
係

る
保
健
福
祉
行
政（
障
が
い
者
施
設
の

防
犯
対
策
な
ど
）④
新
た
な
食
育
推
進

計
画
⑤
ふ
る
さ
と
納
税
⑥
動
物
行
政

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
②
障
が
い
者
施
策
③
性

暴
力
被
害
対
策
④
観
光
振
興
⑤
教

育
の
情
報
化  
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